
№ 実物所在 サイズ・形状 備　考

Pa- 1 玄関戸棚 パネル (41×53）
所蔵写真№24

と同じ

Pa- 2 〃 〃
所蔵写真№277

と同じ

Pa- 3 〃 〃
所蔵写真№21

と同じ

Pa- 4 〃 〃
所蔵写真№19

と同じ

Pa- 5 〃 〃
所蔵写真№278

と同じ

Pa- 6 〃 〃
所蔵写真№88

と同じ

Pa- 7 〃 〃

Pa- 8 〃 〃
所蔵写真№283

と同じ

P 9 〃 〃

P 10 〃 〃

P 11 〃 〃
所蔵写真№91ｰ①

と同じ

P 12 〃 〃
所蔵写真№272

と同じ

P 13 〃 〃
所蔵写真№1-a

と同じ

P 14 〃 〃
所蔵写真№274

と同じ

P 15 〃 〃
所蔵写真№90

と同じ

P 16 〃 〃
所蔵写真№275

と同じ

P 17 〃 〃
所蔵写真№86

と同じ

P 18 〃 〃
所蔵写真№273

と同じ

P 19 〃 〃
記念館で展示

他1点

P 20 〃 〃
所蔵写真№105

と同じ

P 21 〃 〃
財団設立以降

青ｱﾙﾊﾞﾑ

P 22 〃 〃
所蔵写真№281

と同じ

P 23 〃 〃
所蔵写真№87

と同じ

P 24 〃 〃
所蔵写真№

160,161と 同じ

P 25 〃 〃
所蔵写真№92と

同じ

P 26 〃 〃
所蔵写真№89と

同じ

安達峰一郎　：　法廷服

1932 ｵﾗﾝﾀﾞ外相の招宴にのぞんで
『世界の良心』P.64,65

ポーツマス講和会議の８名

1918　各国代表と随員
博士他十数名『世界の良心』P.56

安達博士、各国代表数名

安達峰一郎　:　第一高等
学校学生服

Feb. 1916
『世界の良心』P.54   『人と業績』P.77

明治7年6月、於羅馬、安達峰一郎、鏡子
『世界の良心』P.43　 『人と業績』写真P.3

1963.7月国連学生生家訪問
『世界の良心』P.78

安達夫妻、ｵﾗﾝﾀﾞ外相夫妻

友と共に（左から　安達、入江良之、小川
平吉、宮古啓三郎）『世界の良心』P.51

ポーツマス講和会議（明治38年）
『世界の良心』P.72

安達久・峯一郎・しう

朝日新聞訪欧飛行　初風
号

ロシヤ大公殿下接伴員とし
て

葬祭式場を出る博士の棺
『世界の良心』P.73

松本とみ((安達家使用
人）
博士、ﾌﾗﾝｽ元首他
建物入り口に立つ

ﾌﾗﾝｽ国元首に国書捧呈を終えて
『世界の良心』P.60

大正2年3月4日　緑屋　同窓会
『世界の良心』P.50

同窓会にて　若槻礼次郎ら
と

追悼会（1935　於　東京會
舘）

大正14年
『世界の良心』P.59

所　蔵　写　真 (パネル Pa）

2016年11月25日

被　写　体 添書き等

国際司法裁判所の安置された博士の棺
『世界の良心』P.72

安達峰一郎

墓所に於ける国葬

国際司法裁判所祭壇

追悼会での若槻礼次郎氏
『世界の良心』P.79

墓所における国葬　『人と業績』　写真P.5
『世界の良心』　P.76

安達博士の葬列を見送るハーグ市民
『世界の良心』P.74

国際司法裁判所に飾られたﾒﾀﾞｲﾖﾝ
『世界の良心』P.77

山辺町の生家
『世界の良心』P.46  『人と業績』　P.9

国際司法裁判所に飾ら
れたﾒﾀﾞｲﾖﾝ

山形県山辺町の生家

葬列を見送るﾊｰｸﾞ市民

国葬の朝
国際司法裁判所玄関

1931 裁判長席において主宰中
『世界の良心』P.66  『人と業績』P.161

安達峰一郎夫妻、功、
太郎、万里夫妻、孫2人

重要会議を終えて　昭和8年
『世界の良心』P49

明治22年4月撮影※写真№105参照

各国代表と随員
博士他十数名

パリ自宅の博士

安達夫妻　於ローマ
（正装全身）

1913　パリの自宅にて
『世界の良心』P.48

山辺生家敷地内の記念碑

結婚当初、両家親族と共に

1916　渋谷の自宅前で家族と共に
『世界の良心』P.44

安達博士、友人3名

1928 第9回国際連盟で各国代表との会
議『世界の良心』P61

1982　『世界の良心』P.42

1917.8.29  両親とともに
『世界の良心』P.46



№ 実物所在 サイズ・形状 備　考

Pa- 27 玄関戸棚 パネル (41×53）
財団設立以降

青ｱﾙﾊﾞﾑ

Pa- 28 〃 〃
所蔵写真№277

と同じ

Pa- 29 〃 〃
所蔵写真№29-①

～③と関連

Pa- 30 〃 〃
所蔵写真№276

と同じ

Pa- 31 〃 〃

Pa- 32 〃 〃
所蔵写真№280

と同じ

№ 実物所在 サイズ・形状 備　考

G-1 玄関戸棚 額入り色紙

G-2 〃 額入り　20×29

G-3 〃 額入り　45×31

G-4 〃 額入り　23×31

G-5 〃 〃特命全権大使任命
「任　特命全権大使｣
大正十年五月三十一日　　嘉仁

I.C.J　からの書状(仏語ﾀｲﾋﾟ Madame Adatci、 1961.11.17 B. Winiaski

仏文表彰状　1930.7.13 Revue PéniTENTIAIRE DE POLOGNE

宮内省からの叙勲 叙正三位　昭和二年四月十五日

その他　 (額装　G　）

2017年6月16日

被　写　体 添書き等

漢詩　色紙毛筆 「依正義○和○羽南学人｣　　昭和七年

博士夫妻、これあ丸船員2
名

裁判官席5名（博士中央）

山辺生家訪問団

1933　これあ丸船上にて "晩年の夫妻”
『世界の良心』 P47

2017年4月14日

1925　朝日新聞訪欧飛行を飛行場にて
手旗で歓迎　『世界の良心』P.58

P.C.I.J 建物全景

被　写　体

安達博士、邦人1名，欧人3名

国際司法裁判所裁判官席

所　蔵　写　真 (パネル Pa）

Metropolitan Club
ﾒﾝﾊﾞｰ会食

1905　ポーツマス講和会議日本全権団
『世界の良心』P53

添書き等

1963.7月　国連学生生家訪問
『世界の良心』P.80


